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研究成果の概要（和文）：本研究では、デスティネーション・イメージとマラソン参加者行動の関係を分析する
ことを目的とした。マラソン参加者のデータは、京都マラソンのランナー調査ウエブサイトを通じて収集した。
実証研究の結果、1)スポーツイベント開催地のデスティネーション・イメージの知覚は、開催地デスティネーシ
ョンへの地域愛着に影響を及ぼす、2)スポーツイベントの満足度は、開催地のデスティネーション・イメージと
スポーツイベントへの再参加意図に影響を与える、3)開催地のデスティネーション・イメージは、スポーツイベ
ントへの再参加意図に影響を及ぼす、ことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the relationship between the 
destination image and behaviours of marathon participants. The survey was conducted on marathon 
participants through the Kyoto Marathon runner survey website. The results of the empirical analyses
 for marathon participants showed that: 1) the perceptions of destination image where the sport 
event was hosted positively influenced place attachment with the host destination; 2) satisfaction 
with the sport event positively influenced the host destination image perceptions and intentions to 
participate again in a sport event; and 3) the host destination image perceptions positively 
influenced the intentions to participate again in the sport event.

研究分野： スポーツマーケティング

キーワード： スポーツツーリスト　都市型市民マラソン　デスティネーション・イメージ　地域愛着　満足度　行動
意図　縦断的データ　意思決定

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
調査によって得られた有効標本を活用することで、同一サンプルの縦断的なデータを収集することが可能であ
る。本研究では、同一サンプルに対して半年後に調査を実施することにより、スポーツイベント開催地に対する
デスティネーション・イメージと地域愛着の変化を分析する枠組みを設定したことが学術的な特色である。ま
た、スポーツデスティネーションを扱った先行研究では、スポーツツーリストの行動意図が分析されてきたが、
本研究では、大規模なパネル調査を実施し、次大会へのエントリーの有無を調べることで、スポーツツーリスト
の意思決定による実際の行動を分析することができる。
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１．研究開始当初の背景
健康志向が高まるなか、心身の健康を目的とした市民ランナーが急増している。これに連動

して、ランニング愛好者が走る舞台となるマラソン大会を開催する自治体が増えている。関西
地方では、10 月 25 日に大阪マラソン 2015（定員 29,000 人）、11 月 15 日に神戸マラソン 2015
（定員 18,000 人）、12 月 13 日に奈良マラソン 2015（定員 12,000 人）、2 月 21 日に京都マラ
ソン 2016（定員 15,900 人）と続いており、例年、4 大会の都市型市民マラソンが開催されて
いる。現在のところ、ランニングブームが続いていることもあり、いずれの都市型市民マラソ
ンもエントリー希望者が多く（京都マラソンの抽選倍率 4～5 倍程度）、マラソン大会への参加
者の確保はできている。しかしながら、ランナー向け情報サイト RUNNET で検索した結果、
全国各地で年間 300 以上のマラソン大会が立て続けに開催されており、関西地方では 4 大会の
都市型市民マラソンが競合する状況にある。持続可能なスポーツイベントの発展のためには、
独自性のあるマラソン大会の開催都市であると認識されることによってランナーを惹きつける
ことが重要である。

２．研究の目的
スポーツデスティネーションとは、都市型市民マラソンを例にすると、数万人規模の参加ラ

ンナーを集結させる魅力的な場所を指し、マラソン大会が開催される地域（都市）というこ
とになる。本研究では、スポーツイベントが開催される地域（都市）のイメージと地域に対
する帰属意識がスポーツツーリスト行動に及ぼす影響を実証的に解明することを目的として
いる。実証研究では、都市型市民マラソン参加者を対象とした大規模調査を実施し、さらに
半年後にパネル調査による追跡をすることで同一サンプルの縦断的なデータを収集する。分
析の枠組みとしては、スポーツツーリストがスポーツイベント開催地に抱くデスティネー
ション・イメージと地域愛着の変化を分析する枠組みを設定し、スポーツツーリストの意思
決定メカニズムを明らかにする。

３．研究の方法
(1)測定
マラソン大会やランニングの経験（マラソン参加回数、年間ランニング大会参加回数、ラン

ニング年数、月間ランニング回数、月間ランニング距離）は順序尺度によって測定した。これ
らの 5変数は、ランニング経験レベルを基礎として、低関与と高関与の参加者に分類した。
 デスティネーション・イメージは、Kim et al.(2004) による 7次元（都会、自然、文化、価
値、安全、気候、利便）から成る 20項目のデスティネーション・イメージ尺度を基礎として測
定した。日本の気候を考慮に入れて、気候次元に雨天についての 1項目を加えた。さらに、日
本のサービス産業の成長を考慮して、レストラン、エンターテインメント、宿泊についての 3
項目を加えた。そして、利便次元を再構成して、サービス次元を追加した。各項目は、1 = 「全
くそう思わない」から 7 = 「かなりそう思う」の 7段階リッカート尺度で測定した。 
 地域愛着は、先行研究(Kyle et al., 2003; Kyle, Bricker, Graefe, & Wickham, 2004)を
参考にして地域依存性と地域同一性の 2次元によって測定した。各次元は 4項目から成り、1 
= 「全くそう思わない」から 7 = 「かなりそう思う」の 7段階リッカート尺度で測定した。京
都マラソン参加者による満足度は、100点満点で測定した。次大会への参加の行動意図は、1 
=「全くそう思わない」から 5 =「かなりそう思う」の 5段階リッカート尺度で測定した。 
 Table 1には、デスティネーション・イメージと地域愛着の測定尺度の信頼性検定の結果を
示した。 

(2)データ収集
ウェブ調査は、イベント終了後の 2017年 2月 21日から 3月 12日に実施した。京都マラソン

実行委員会は、eメールと公式ウェブサイトを通じて、14,600人の参加者にウェブ調査のリン
クを示して依頼した。京都マラソン 2017ランナー調査によって、2,794の有効票本を得ること
ができた。

(3)データ選定
本研究は従属変数としてデスティネーション・イメージを設定しているため、京都市在住の

サンプルを除外し、分析に用いたデータは 2,202となった。

(4)データ分析
データは、IBM SPSS Statistics Ver.25を用いて分析した。Table 2は、低関与群に割り当

てられた 46.9％のランナーと高関与群に割り当てられた 53.1％のランナーの行動特性を表し
た。マラソン参加者のデスティネーション・イメージ、地域愛着、満足度、行動意図における
ランニング関与の影響を検定するために回帰分析を用いた。



４．研究成果 
回帰分析の結果は、Table 3に示した。スポーツイベント開催地のデスティネーション・イ

メージ次元は、高関与と低関与の両群において地域同一性の有意な予測因子であった。高関
与群では、サービス次元、自然次元が地域同一性に影響を与えた。低関与群では、価値次
元、文化次元、都会次元、安全次元、サービス次元、気候次元が地域同一性に影響を与えた。
そして、デスティネーション・イメージ次元は、高関与と低関与の両群において地域依存性の有意な予測
因子であった。高関与群では、サービス次元、気候次元、自然次元が地域依存性に影響を与え
た。低関与群では、価値次元、気候次元、サービス次元が地域依存性に影響を与えた。
スポーツイベントに対する満足度は、低関与群においてスポーツイベントのデスティネーシ

ョン・イメージにとっての有意な予測因子であったが、高関与群において有意な予測因子では
なかった。低関与群においてのみ、満足度がデスティネーション・イメージに影響を与えた。 

スポーツイベントへの再参加の行動意図については、低関与群においてスポーツイベントに
対する満足度が有意な予測因子であった。しかしながら、高関与群においては有意な差が見ら
れなかった。低関与群においてのみ、満足度が再参加意図に影響を与えた。 

スポーツイベントのデスティネーション・イメージ次元は、高関与と低関与の両群において
スポーツイベントへの再参加意図の有意な予測因子であった。高関与群では、サービス次元と
自然次元が再参加意図に影響を与えた。低関与群では、サービス次元、価値次元、文化次元が
再参加意図に影響を与えたが、利便次元は負の影響を与えた。
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Table 3. Results of regression analysis for hypotheses tested  

Model B SE β t p B SE β t p

H2a   IV: Destination image dimensions   DV: Place identity
（Constant） 0.912 2.118 0.431 0.667 -3.940 2.170 -1.815 0.070
Urban -0.053 0.071 -0.030 -0.746 0.456 0.220 0.072 0.121 3.075 0.002 *
Nature 0.267 0.074 0.133 3.604 0.000 * 0.054 0.078 0.027 0.692 0.489
Culture 0.182 0.125 0.052 1.460 0.145 0.426 0.128 0.123 3.323 0.001 *
Value 0.081 0.069 0.047 1.182 0.238 0.240 0.072 0.138 3.361 0.001 *
Safety 0.058 0.088 0.026 0.654 0.513 0.266 0.094 0.120 2.821 0.005 *
Climate 0.083 0.062 0.051 1.352 0.177 0.127 0.063 0.078 2.006 0.045 *
Convenience 0.072 0.085 0.039 0.842 0.400 -0.050 0.084 -0.027 -0.593 0.554
Service 0.486 0.089 0.260 5.433 0.000 * 0.211 0.090 0.110 2.348 0.019 *

H2b   IV: Destination image dimensions   DV: Place dependence
（Constant） 0.969 2.296 0.422 0.673 -1.161 2.279 -0.509 0.611
Urban 0.013 0.077 0.007 0.163 0.870 0.127 0.075 0.067 1.686 0.092
Nature 0.242 0.080 0.112 3.013 0.003 * 0.092 0.082 0.045 1.121 0.263
Culture -0.054 0.135 -0.014 -0.397 0.691 0.210 0.135 0.059 1.560 0.119
Value 0.115 0.075 0.062 1.537 0.125 0.267 0.075 0.148 3.549 0.000 *
Safety 0.115 0.095 0.048 1.201 0.230 0.122 0.099 0.054 1.233 0.218
Climate 0.198 0.067 0.113 2.961 0.003 * 0.225 0.066 0.135 3.391 0.001 *
Convenience 0.120 0.092 0.060 1.305 0.192 0.007 0.088 0.004 0.077 0.939
Service 0.409 0.097 0.202 4.215 0.000 * 0.248 0.095 0.125 2.618 0.009 *

H3   IV: Satisfaction   DV: Destination image overall
（Constant） 129.063 0.535 241.389 0.000 89.677 4.240 21.149 0.000
Satisfaction 0.001 0.002 0.024 0.742 0.458 0.443 0.048 0.308 9.224 0.000 *

H4   IV: Satisfaction   DV: Intention to participate again
（Constant） 4.734 0.023 206.771 0.000 2.562 0.178 14.372 0.000
Satisfaction 0.000 0.000 0.033 0.989 0.323 0.025 0.002 0.397 12.297 0.000 *

H5   IV: Destination image dimensions   DV: Intention to participate again 
（Constant） 3.291 0.290 11.355 0.000 3.189 0.311 10.263 0.000
Urban -0.012 0.010 -0.054 -1.238 0.216 0.010 0.010 0.042 0.947 0.344
Nature 0.023 0.010 0.091 2.288 0.022 * 0.002 0.011 0.007 0.167 0.867
Culture 0.004 0.017 0.009 0.242 0.809 0.041 0.018 0.093 2.244 0.025 *
Value 0.012 0.009 0.056 1.314 0.189 0.025 0.010 0.111 2.434 0.015 *
Safety -0.001 0.012 -0.003 -0.062 0.951 0.006 0.014 0.021 0.436 0.663
Climate 0.001 0.008 0.004 0.096 0.924 0.006 0.009 0.028 0.635 0.525
Convenience 0.007 0.012 0.031 0.623 0.534 -0.026 0.012 -0.110 -2.159 0.031
Service 0.053 0.012 0.220 4.293 0.000 * 0.028 0.013 0.114 2.185 0.029 *

Note. IV=Independent variable   DV=Dependent variable

R² = .209, Adjusted R² = .202, F = 29.965, p < .001 R² = .216, Adjusted R² = .208, F = 27.668, p < .001

R² = .208, Adjusted R² = .201, F = 29.912, p < .001 R² = .246, Adjusted R² = .246, F = 32.688, p < .001

Running involvement
High group

Running involvement
Low group

R² = .001, Adjusted R² = .000, F = .551, p = .458 R² = .095, Adjusted R² = .094, F = 85.091, p < .001

R² = .001, Adjusted R² = .000, F = .978, p = .323 R² = .157, Adjusted R² = .156, F = 151.227, p < .001

R² = .093, Adjusted R² = .085, F = 11.711, p < .001 R² = .057, Adjusted R² = .048, F = 6.095, p< .001
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